
�⼯�研�者と
   ネットワーキング
     してみませんか�

お問い�わせ��⼯�研�科���科先��療開発�野
      （担当�⼀ノ瀬） 
      ichinose@nsg.med.tohoku.ac.jp/022-717-7230

東北⼤��⼯�研�科ｘ臨�研���センター

令和6年度�2回 
Health Tech Colloquium

⽇時�2024年11⽉11⽇（⽉） 17:30〜20:00
�場�星陵オーディトリアム 1�エントランスホール
����アカデミア�料（�業の�は1000円）
お申�みフォーム�https://forms.gle/QVJk6kiB5tPQPfRo9
�⼯�研�科の各研����はコチラ
（もしくはQRコードから閲�）

⾰�的技�を�療に�⽤するためには、�療従事
者と�⼯�研�者のコミュニケーションは�かせ
ません。
�療側の⾰�的技�への理�、開発側の臨�ニー
ズへの理�を�めるための�流の場として、
Health Tech Colloquiumを開�します。
令和6年度�2回⽬は、�⼯�研�科の各研��か
らのポスター発�と研��論�を⾏います。

�中の��場は⾃由です。�ってご��ください。
お���れでの��も⼤��です

https://forms.gle/QVJk6kiB5tPQPfRo9
http://www.neurosci.med.tohoku.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/BiomedResearch_202308.pdf


<ポスター発�>
発�のご��を頂いている�野をご��いたします。
�⽤ナノシステム��野 

  「頸�損傷者の�体��回復を⽬指すWrap Around Neural-Passの開発」
���科先��療開発��野

  「Ribosome collision is a targetable vulnerability in glioma」
  「Temporal dynamics of mRNA translation and tRNA epitranscriptome dysregulation 
    during stroke evolution in mice」
⽣体���成��野

  「「ものづくり」から「��づくり」へのパラダイムシフト〜⽣物が先�する
  ものづくり⾰�〜」
⽣体電�エネルギー�⼯�

  「�性ナノ粒�を⽤いたポータブル�⽣物、タンパク�センサ」
⽣体流体⼒��野

  「�い�刺精度と更なる��性および����療を可�にするバイオミメティック
  �刺アシストシデバイスの開発」
ニューロロボティクス�野

  「Alpha Band Lateralization is Associated with Bimanual Visuomotor Mapping Performance:
   AnElectroencephalography Study」
バイオファイバー�⼯��野

  「⽣体��の�測・操作を可�にする���ファイバセンサの開発」
��ナノシステム�⼯��野

  「2��発�酵�⼿�を⽤いたACE2とB0AT1��体の�時発��測」
��シミュレーション�⼯��野

  「マイクロ流体デバイスによる⽣体内�⼩��の再現と����」
バイオセンシング�⼯��野

  「pHイメージングセンサ」
�⽤イメージング�野 

   「���イメージングによる��の�価」
�⽤流動⼯��野

     「�����療��のトレーニングと�価」
スポーツ��科��野

     「⽣体の中の�の挙動から⾒る⾻�筋の�およびエネルギー代�の�価�」
ナノデバイス�⼯��野

     「マイクロシステムを⽤いた����療��の開発」
�⽤�⼯��野

  「中���を⽤いた���⾎中成���」
�⽤金属材料��野

     「金属3Dプリンターを⽤いた�療��開発」

東北⼤��⼯�研�科ｘ臨�研���センター

令和6年度�2回 Health Tech Colloquium

ポスター発�は�時受け付けております。
ご発�をご希�の�のご��をお待ちしております。


